
東海地震予知の確度向上



時間

地震回数

観測データの可視化
と診断結果を分かり
やすく発表

観測データの可視化
と診断結果を分かり
やすく発表

隆起

沈降

地震・地殻活動に関する情報の改善

観測データの一
元的監視と総合
的把握・診断

観測データの一
元的監視と総合
的把握・診断

活動状況に
異常無し

地震多発の兆し

地震活動活発に
推移と見通し

地震活動終
息の見通し

活動終息
平常状態に戻る

観測データを一元的に監視、地震・地殻活動を把握・診断し、可能な限り活
動の見通しを含めて発表(事例の豊富な地域をモデルとして試行）
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地磁気

地殻歪

将来的に望まれる情報

地震活動・地殻の歪等の状態を把握
活動の異常の程度を診断

震央分布
地震活動による
歪変化の分布

現状：地震活動状況の解説

鶴見岳

1975/4/21
M6.4 大分県中部地震
*

1916/3/6
M6.1今回の活動域

1999/1/1
M3.7



津波予測技術の改善
－　津波地震への対処、津波予報の早期解除を目指した津波予報の高度化　－

経験的手法による津波予報

太平洋津波警報組織
　　　　　　（昭和４１年）

津波地震早期検知網
　　　　　　（平成６年）

チリ地震津波
（昭和３５年） 北海道南西沖地震

（平成５年）

気象審議会答申
第１９号（平成６年）

津波の発生・伝播の予測
に数値計算技術を導入
（平成１１年）

数値計算による定量的な津波予報

×

地震の位置・規模に応じて予
め設定された津波発生モデル
で津波を予測
数値計算も予め実施

現在

地震波の解析によ
る断層（海底の変位)
の推定

津波観測データから
津波波源を推定、津
波予測を再計算

津波地震
への対処

津波予報の
早期解除

・潮位データの集中
・海底津波計等沖合い
での津波データの活用

津波予報を地震
後３分程度で発表

遠地で発生する
津波予報の拡充

津波予報区の細分化
津波の高さを具体的
数値で予測

津波予測計算
の逐次実施

×
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